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   瀬谷中だより ９月号        
令和５年９月１日

 

        

 

＜学校教育目標＞社会で飛躍する子どもたちの育成 
○ 自ら学ぶ力の育成と基礎学力の定着              〔知〕 

○ 他者を思いやり、礼儀や規律を重んじる態度の育成  〔徳〕 

○ 生命を尊ぶ健康な心と体の育成                〔体〕 

○ 社会に貢献し、様々な人と関わり合う態度の育成   〔公・開〕 
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(久しぶりの)学校はつらいよ  

校長 市村 美穂子  

38日間の夏休みを経て、生徒の皆さんの元気な声が瀬谷中学校の校舎に戻ってきました。「やはり学校は

こうでなくちゃなぁ。」と思いました。 

夏休み中も、部活動や習い事その他、瀬谷中生の様々な活躍が耳に入ってきました。県大会に出場した、

選抜選手に選ばれた、等々。部活動以外にも、生徒会本部役員が、横浜子ども会議（全市立学校で実施して

いる子ども主体のいじめ防止の取組）でいじめ防止に向けて熱心に小学生と話し合いを行ったこと、３年生

の平田
ひ ら た

瑞穂
み ず ほ

さんが瀬谷区代表として、よこはま子ども国際平和プログラム（市立学校の児童生徒による国際

平和のための活動）の実行委員として市長から委嘱
いしょく

されたことも報告されました。初日の学活で、クラブチ

ームで全国大会に行ったよ、と担任に報告していた生徒もいたようです。瀬谷中生が様々な場で活躍したこ

とを、心から嬉しく、そして誇らしく思います。 

さて、８月７日から 16 日の閉庁期間中、台風７号の影響で

西日本では大きな被害が出ました。旅行等を計画していて影響

を受けてしまった人もいたかもしれません。瀬谷も強い雨風に

見舞われたので、一学期に美化委員会の生徒たちが植えて大切

に育ててきた向日葵
ひ ま わ り

のことを心配しましたが、17 日に出勤し

てみたら、見事に大輪の花を咲かせていました。向日葵
ひ ま わ り

の花言

葉はいくつかあるようですが、まるで太陽の形を模したような

花姿から「憧
あこが

れ」(太陽に憧
あこが

れをもつ花)、厳しい夏の暑さに

負けずに元気に咲きほこる様子から「情熱」。皆さんにはこの２

つを紹介したいと思います。そもそも”ビタミンカラー”と言われ 

る鮮やかな黄色が応援してくれているような気がして、私も大好きな花。「美化委員の皆さん、よくぞこの

花を選んでくれた！」と、咲くのを楽しみにしていたのでした。無事で良かった。 

いよいよ二学期が始まりました。「いよいよ」というと、「最も盛り上がる」「頑張らなくてはいけない」、

しかも「一学期よりなお
・ ・

一層
・ ・

」という感じがしますね。おそらく多くの皆さんは、勉強、文化祭や合唱コン

クール等の行事、部活動その他、「これを頑張りたい！」と心に期するものがあると思います。大いに頑張

ってほしいと期待しています。 

一方で、物事には「準備運動」が必要です。８月 28 日の登校初日、「あぁ朝から学校か。きついなぁ。」

と思う自分に鞭
むち

打って登校してきた生徒も少なからずいたのでは…？その気持ち、よく分かります。なぜな

ら、同じように感じていた職員もいたようだし、正直に言いますが、私自身「あと１週間、いや３日あった

らなぁ…。」と思っていたのですから。大人だって休み明けはきついのです。だから、焦らず、少しずつで

いいです。いつもの学校生活に心と身体のリズムを戻していきましょう。 

まずは、今週一週間、よく頑張りました。また来週から、それぞれどんなことでも良い、「背伸びしたら

届くかな？」くらいで良いから一つ目標をもって、取り組んでいきましょう。少しばかりの「情熱」と「憧
あこが

れ」を心に秘めて。 

保護者の皆様、夏休み中も、花壇の水やりボランティア、部活動等へのご協力等、本当にありがとう

ございました。二学期も教職員一同、精一杯子どもたちの成長を見守り、支援をしてまいります。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

美化委員会で保健室前に植えた向日葵
ひ ま わ り

（8.17） 
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ハマロード・サポーターとは地域清掃ボランティア活動のことです。今年度は、7 月５日（水）に生徒

会主催で実施しました。本校はここ数年、コロナ禍で活動を縮小し、校内の清掃のみ行っていましたが、

今年度はコロナ前に戻し、校外に出て、瀬谷駅南口周辺や北口広場・北口公園、瀬谷中学校外周道路の 3

か所を、グループに分かれて清掃しました。1 年生～3 年生までの学級委員会と美化委員会、3 年生の有

志生徒が参加して行いましたが、3 年生のボランティア希望者が多く、総勢１２０人程になりました。 

道路や瀬谷駅広場では、一見ゴミはないように見えますが、実際に回ってみると、タバコの吸い殻やお

菓子の袋、空き缶など、思っていた以上にたくさんのゴミがありました。生徒たちがそのゴミを一生懸命

拾っていると、一般の方から「ありがとうね。」「いい事してくれているね。」と温かい言葉をかけていた

だき、子どもたちの活力になりました。更に、生徒たちの間でも、「俺、絶対ゴミは捨てないよ。」「今日

だけじゃなく、ゴミが落ちていたら、ちゃんと拾うことにする。」という会話が聞こえてきて、生徒たち

自身もこの活動に達成感をもって終えたことが分かりました。 

11 月にも、後期ハマロード・サポーターの実施を予定しています。瀬谷中学校の教育活動は、地域の

方々に支えていただいていることを忘れずに、生徒会が中心になって活動を行っていきたいと思っていま

す。 

 

 

 

 

 

 ７月 26日（水）、瀬谷中学校で、瀬谷中ブロック子ども会議が開催されました。横浜子ども会議とは、生

徒が主体となり、いじめの未然防止に向けてできることを話し合う活動で、全市立学校で取り組んでいる取

組です。７月は瀬谷小学校、上瀬谷小学校、大門小学校と「つながる、広げる～いじめ未然防止の輪～」を

テーマに、お互いにどんな活動を計画したり実行したりしているか、情報交換をしたり、ブロックで共通し

て取り組めることはないか等の話し合いを行いました。 

瀬谷中学校では、各クラスで「目標達成チャート」を作成し、誰にとっても居心地の良い学校やクラスに

なるためにどうしたらいいか、考えをまとめました。 

各校の取組を共有することができ、非常に有意義なものとなりました。その結果をもとに、８月 31日（木）

に区役所で発表会を行いました。その様子は、次号でお伝えいたします。 

 

→話し合いの様子と、

目標達成チャート。チ

ャートは廊下に掲示

して、全員で共有して

います。 

 

 

 

前期ハマロード・サポーター実施 

 

横浜子ども会議を開催しました 
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「よこはま子ども国際平和プログラム 子ども実行委員委嘱式」 

よこはま国際平和プログラムの子ども実行委員」の委嘱式 

８月２４日（木）、横浜市役所レセプションルームで「よこはま国際平和プロ 

グラムの子ども実行委員」の委嘱式が行われ、３年生の平田瑞穂さんが山中 

竹春横浜市長から委嘱状を受け取りました。 

平田さんは、６月に開催された「よこはま子ども国際平和スピーチコンテ 

スト区予選」において、見事最優秀賞を受賞し、子ども実行委員に選ばれま 

した。 

当日の市長との懇談会では、「今気になる国際問題」についてなど活発な 

意見交換を行いました。これから１年間３８名の子ども実行委員と共に、「よこはま子ども国際平和プログ

ラム」の活動を担っていきます。 

 

◆ よこはま子ども国際平和プログラムは、昭和 61 年度から、 

国際理解教育の一環として、横浜市内の児童生徒の国際平和への意識を 

高めると共に、国際平和の大切さを、市民をはじめ、広く世界に呼びかけ 

るために行っています。平成 21 年度からは、各区で行われるスピーチコ 

ンテストの審査会で選ばれた区代表者である本選出場者全員を「子ども実 

行委員」として委嘱し、平和募金活動等の平和プログラムの取組を行って 

います。横浜の平和活動に対する取組は、国連本部、ユニセフ本部、国連 

日本代表部等を含め、国内外からも高く評価されています。 

 

前田伸二さん講演会 

７月 13 日（木）に、前田伸二さんによる講演会が行われました。前田伸二さんは、事故で片方の目の

視力を失った隻眼（せきがん）のプロパイロットです。右目が見えなくなった絶望の中から、幼い頃から

の夢であるパイロットになるまでの、ご自身の経験や熱い思いを直球で語ってくださいました。 

講演後にみなさんが書いたお礼の手紙に対してのメッセージが、夏休み明けと同時に前田さんから届き

ました。文章からみなさんの思いが前田さんにしっかりと伝わっていたことが分かります。その思いをこれ

からも大切にしていきましょう。 

 

みなさまいかがお過ごしでしょうか 

日本の暑さは大変だと聞いておりますが、お体を崩してないことをお祈り申し上げます。 

学生たちの思いが詰まった感想文が届きました。「中学生なのに」と言えば、上から目線で大変申し訳な

いのですが、学生の達筆さに驚きました。私のミミズが張ったような字とは比較になりません。すごい！！ 

それだけではありません。私の思いや熱量が 800 名越えの「倍返し」で戻ってきたことです。自分の夢

を書くもの、悩みを綴ったもの、感想をじっくり贈ってくれたもの。。。その想いは彼らの鉛筆の筆圧に比例

し、一人一人の想いがガンガンと私の胸を揺さぶりました。ありがたいことです。「人の熱量は、その倍に

なって返ってくる」彼らの感想文を読みながら今まで伝えてきたことが間違っていなかったなと確信や私

の自信にもつながっています。この感想文を何度も読み返しながら、彼らの将来は明るいなと思った次 

第です。 
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部活動名 大会名 記録

演劇部 横浜市中学校演劇発表会 優秀賞

バスケットボール部男子 市総体西部ブロック大会 一回戦敗退

バスケットボール部女子 市総体西部ブロック大会 ベスト８

バレーボール部 市総体 市５位

バレーボール部 県総体 出場

市総体 個人戦ベスト１６

県総体 個人戦出場

市総体 個人16位　2ペア

県総体 個人戦　2ペア出場

陸上競技部 県大会 2年100m　6位

吹奏楽部 第24回 横浜吹奏楽コンクール 中学生の部 B部門　金賞

市総体 １００ｍバタフライ　６位

県総体 個人・女子リレー出場

四区合同大会 女子総合３位

ソフトボール部 市総体 ベスト８

県大会（団体）
男子団体第５位

女子団体ベスト１６

県大会（個人）

第３位（女子）

第５位（女子）

第５位（男子）

市総体（団体）
男子団体第３位

女子団体準優勝

市総体（男子個人）

第２位

同２位

第３位

同３位

同３位

市総体（女子個人）

第３位

同３位

第５位

女子ソフトテニス部

男子ソフトテニス部

水泳部

柔道部

夏の大会結果 

 今年の夏は例年になく暑い夏となりましたが、どの部活も日々の練習に一生懸命に取り組み、素晴らしい

結果を残しました。保護者の皆様の日ごろの応援、ご協力ありがとうございます。 

 

 

 


